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【世界の風景】 
吊り広告に、「世界の風景がよく

わかる」とのうたい文句にひかれ、

この本を買ってみました。中身は、

世界中を歩き回り、その国の人に、

赤塚不二夫のおそまつ君にでてく

るイヤミ氏の「シェー」のポーズ

をしてもらい写真に収めるという、

極めて単純なもの。自分探しのよ

うに世界中を歩くように無目的に

歩き回るのもいいのかもしれない

が、このようにアホだなあと言わ

れるに決まっている目的を持って

世界を回るのも面白そう。まあ、

それにしても人々の楽しそうなこ

と。笑顔だらけの写真本である。 
さて、実は、15 年ぶりに香港へ

部旅行で行ってきました。前回は、

シビックデザイン研修会と称して、

伊藤清忠先生を交え、東南アジア

を回った一つの場所が香港だった

のですが、その時は、街のデザイ

ンとして、「スカイウオーク」の写

真を徹底的に撮ってきたことを思

い出します。スカイウオークは、

暑さ、雨、そして車から歩行者を

守るために、街の中を縦横に張り

巡らされた歩道専用ルートで、道

路をまたぐ時は歩道橋であり、ビ

ルの中にもつながっていたり、あ

るいはビルの周りを囲うようにな

っていたりと、このスカイウオー

クを歩いていると、どこかに行き

つく、そんな街の装置です。 
今回も、街のなかをこのスカイ

ウオークを利用しながら、ぶらぶ

らとあるきながら、香港の風景と

いうものを感じ、考えてみました。 
ここ数カ月、このデザインレタ

ーを書いてきたおかげで、自分と

しては風景との接し方を少しはわ

かってきたつもりで、そのことを

再認識させてらうことができたか

なということです。（本当か？？） 
やはり、風景というものは、人

間と同じように美しい、美しくな

いという区分で差をつけたりする

ものでなく（美人だけを相手にす

るのでなく）、健全であるという条

件で、その個性というものを捉え

るのが一番楽しいということです。 
にぎやかな風景（おしゃべり好

きで楽しい人のような）、癒される

風景（横にいるとホッとするよう

な人のような）、元気な風景（元気

な人、そのもの）、おしゃれな風景

（お！！と思わせるモデルさん的

な人のような）、癖のある風景（ち

ょっと厭味なところもあるが何か

奥深そうな人のような）、落ち着い

た風景、・・・・・・・。 
香港の風景は、ともかく、元気

のある風景ということでしょう。

ともかく、自然物なんてものは、

ほとんどなく、人工的な風景の塊

のような香港。確かに、海や山と

いう存在は基本にあるのですが、

その上に人間の元気がドンとのっ

かてしまって、海も山も香港の人

たちが造り上げてしまった人工物

のように見えるところがすごいと

おもいます。また、日本の看板議

論を馬鹿にするように、どでかく、

かつ、ぶっきらぼうなデザインの

看板がここかしこに目立ちました。

すげえなあと圧倒されはすれども、

看板を規制すべきだと思わせない

迫力が、香港の町中にみなぎって

いるような感じです。 
おいしいものをたくさん食べ、

多いに遊び、酒を飲み、そしてし

っかり金儲けをして恋もする。こ

の香港人の生活スタイルがしっか

りと風景に表れているそんな印象

でした。 
そして、いつも海外から日本に

戻って感じるように、いい言葉で

いえば「静的」な、悪く言えば、「活

気を感じられない」風景にすこし

不安を覚えるのです。 
ただ、香港のような人間の力だ

けが強調される風景は中国の都市

ではよくみられるものの、世界の

多くの場所がこのように元気な風

景というわけではありません。今

回、紹介した写真本の中でも、タ

ンザニアやメコンデルタのような

暑そうな国の風景を背景にシェー

をする人が、なぜかしら静的な印

象を受けるのも面白いものです。

人間の活動のスタイルや取り巻く

時間の概念が、そのような雰囲気

を醸し出すのかもしれません。 
今回は、香港の熱にあおられて

取り留めのないことを書いてしま

ったような気がしますが、まあ、

たまにはいいかも。と、いうこと

でお許しください。まる一月、我

が家を占領していた、孫ちゃん二

人も無事、大坂に戻り、次回から、

またじっくりと読んだ本の紹介に

復活します。よろしく。？？？ 
     【続く】 
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風景デザインレター from 九州(第23号) 
9月4日(土)～9月6日(月)にかけて部旅行で、15年ぶりに香港へ行ってまい

りました（また、1周パスしました）。返還以前とあまり風景・景観的に変化はないよ
うな印象で、懐かしく街をぶらぶらあるいてきました。今回は、海外印象編です。 

赤塚不二夫「世界のシェー」（平沼正弘）の宣伝にのせられて 

 


